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Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度に続き、研究主題「生徒が主体的に行う社会に関わる活動」

について、コロナ禍で、ボランティア活動、社会貢献活動の在り方も

変わりつつあるという報告を受け、コロナ禍前の状況に戻せるよう教

員及び中間支援組織をつなげる意見交換会を開催しニーズを図る。 

 コロナ禍以降、教科「人間と社会」における体験学習の在り方が変

わっているという声を受け、体験学習の実態を調査するべく大学にお

ける関係機関と共同で研究を深めていく。 

 探究活動の視点に合わせ、社会貢献活動を行うことで、生徒の変容

がどのように変わっていくか、発達段階に応じてどのような社会貢献

活動が効果的かを考えていく。 

Ⅲ 研究の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

研究主題 「生徒が主体的に行う社会に関わる活動」について 

 本研究会は、平成 23年度に教科・科目「奉仕」における授業実践

と、「社会の一員の自覚」と「規範意識と社会貢献意識の醸成」等を

目的に発足し、12 年目を迎えた。 

これまで「ボランティア教育」に関心をもつ教育者や、ボランティア

関係団体の方々が集まる研究会として活動している。 

令和４年に開催された第 46 回全国高等学校総合文化祭東京大会「ボ

ランティア部門」の委員として研究会が関わり、その他にも、教員や

外部中間支援組織を対象とした研修会も実施している。 

①教員の他に、社会福祉協議会等の中間支援組織、社会貢献活動にか

かわりのあるＮＰＯ団体等に声かけを行い、本研究会の研究協議会

（月例会）等に関わってもらいながら研究を深める。 

②定期的な研究協議会（月例会）を対面の他に、オンラインでの開催

も視野に入れ、ハイブリッド形式で実施する。 

③東京ボランティアレガシーネットワーク（以下、ＶＬＮ）（東京都

生活文化スポーツ局都民生活部、東京都つながり創生財団）との連携

を深め、本研究会の研修内容等を発信していく。 

④教員を対象とした研修会（意見交換会）を計画し、教員のみなら

ず、中間支援組織とのつながりをもてる機会を設定し、ねらいに沿っ

た研修内容を推進していく。 

⑥大学関係機関有識者と連携を図り、生徒の変容等に関する調査 

 ・研究の方向性を探る。 

⑤研究主題に沿った内容を定期的に進めていく。 

①コロナ禍で生まれた新たな社会に関わる活動を探る。 

②教員、中間支援組織を対象とした研修会（情報交換会）を企画 

 ・運営しそれぞれの課題等の情報を得て解決の方向性を探る。 

③社会貢献活動による生徒への効果（変容等）をみとる。 

④コロナ後を見据えた新たな社会に関わる活動を探る。 
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Ⅴ 実践事例（研修会） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇８月９日（金）実施 

「ボランティア活動」に関する情報交換会 

対 象：教員、中間支援組織等 

参加者：５３名（昨年度より１１名増） 

都立・私立高等学校の先生や大学の先生、社会福祉協議会・ボランティ

アセンター、行政の中間支援組織、行政職員も御参加いただいた。 

昨年度参加いただいた先生から、高等学校の実践事例を紹介いただき、

小学校から高等学校まで連携を図りながら社会貢献活動を推進している

ボランティアセンターの実践事例を紹介いただいた。 

後半の意見交換会では、教員、中間支援組織、行政で７つのグループに分

かれ、それぞれの視点での悩みや解決に向けたヒントなど話し合う時間と

した。どのグループも活発な話し合いがあった。 

実施後のアンケートでは回答を頂いた方すべてが、研修会について肯定的

な回答をいただくとともに、次年度以降も本研修会の開催を期待する声も

あった。 

＜令和６年度連絡先＞ 

団体名 東京都奉仕・ボランティア教育研究会 

代表者 

所属 東京都立田園調布高等学校 

職 氏名 校長 藤田 豊 

連絡先 ０３－３７５０－４３４６ 

事務局 

所属 東京都立赤羽北桜高等学校 

職 氏名 主幹教諭 正木 成昭 

連絡先 ０３－５９４８－４３９０ 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 

 

http://www.houshibora.com/ 

 

 

Ⅵ 研究の成果と課題 

 

ＴＶＡＣニュースより引用（東京ボランティア・市民活動センター） 

 

＜成果＞ 

①教員のみならず、大学有識者、行政（都）、中間支援組織、Ｎ

ＰＯ法人等、様々な立場の方が集う場であるため、多くの視点で

物事を進めていくことができ研修会も満足いくものができた。 

②生徒の変容の調査に向け、ある高等学校の部活動における調

査・研究が実施できた。１年かけて追跡を図っていけるよう、関

係機関との連携を進めていく。 

③対面・ハイブリッドの月例会の開催は有効であった。 

＜課題＞ 

①本研究会の教員の人数不足が挙げられる。研修会での案内やＷ

ｅｂでの情報発信を行っているところではあるが、今後の人材確

保が課題として挙げられる。 

②これからの社会貢献活動の在り方を、しっかりと模索し、時代

に即した研究を進めていく。 

http://www.houshibora.com/

